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「安保 3文書」を拒み、平和の選択をから 1年
　政府が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連をはじめとする安全保障関連安全保障関連 3文書（「安保 3文書」）を閣議を閣議
決定してからしてから 1年が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連経とうとしている。閣議決定の直前に、私たちは、「とうとしている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「閣議決定してからの直前に、私たちは、「直前に、私たちは、「に、私たちは、「私たちは、「たちは、私たちは、「「戦争ではなく平ではなく平平
和の準備を――“抑止力”で戦争は防げないの直前に、私たちは、「準備を――“抑止力”で戦争は防げないを――“抑止力”で戦争は防げない抑止力”で戦争は防げない”で戦争ではなく平は防げないげない」と題する平和構想提言を発表した。私たちする安全保障関連平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げない構想提言を発表した。私たちを発表した。私たちした。閣議決定の直前に、私たちは、「私たちは、「たち
はその直前に、私たちは、「中で、敵基地攻撃能力の保有や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和で、私たちは、「敵基地攻撃能力”で戦争は防げないの直前に、私たちは、「保有や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和防げない衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和を含む一連の政策が、日本国憲法の平和む一連の政策が、日本国憲法の平和一連の直前に、私たちは、「政策が、日本国憲法の平和が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連、私たちは、「日本国憲法の平和の直前に、私たちは、「平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げない
主義の原則を逸脱し、周辺諸国との関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険の直前に、私たちは、「原則を逸脱し、周辺諸国との関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険を逸脱し、周辺諸国との関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険し、私たちは、「周辺諸国との直前に、私たちは、「関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険させ、私たちは、「軍拡競争ではなく平を助長させるきわめて危険させる安全保障関連きわめて危険
なもの直前に、私たちは、「である安全保障関連と指摘した。そして、こうした「国のかたち」そのものを転換させるようなした。閣議決定の直前に、私たちは、「そして、私たちは、「こうした「国の直前に、私たちは、「かたち」その直前に、私たちは、「もの直前に、私たちは、「を転換させるようなさせる安全保障関連ような
決定してからが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連憲法の平和の直前に、私たちは、「下での民主的手続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。での直前に、私たちは、「民主的手続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。きを経とうとしている。閣議決定の直前に、私たちは、「ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。されている安全保障関連ことに強く平異議を申し立てた。し立てた。てた。閣議決定の直前に、私たちは、「

「戦争の時代」を拒み、平和の選択をする国家」へ突き進む日本国家」を拒み、平和の選択をへ突き進む日本突き進む日本き進む日本進む日本む日本日本
　それから 1年の直前に、私たちは、「間に、「安保に、私たちは、「「安保 3文書」の直前に、私たちは、「下での民主的手続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。で、私たちは、「岸田政権は大軍拡政策を次々と進めてきは大軍拡政策が、日本国憲法の平和を次々と進めてきと進めてきめてき
た。閣議決定の直前に、私たちは、「巡航ミサイル「トマホーク」を最大ミサイル「トマホーク」を最大 400発購入することを決め、うち半分の配備開始する安全保障関連ことを決め、私たちは、「うち半分の配備開始の直前に、私たちは、「配備を――“抑止力”で戦争は防げない開始
を 2025年度に前倒しした。防衛費は、に前に、私たちは、「倒しした。防衛費は、しした。閣議決定の直前に、私たちは、「防げない衛費は、私たちは、「2024年度に前倒しした。防衛費は、予算案でで 7.7兆円計上された。これはされた。閣議決定の直前に、私たちは、「これは
2023年度に前倒しした。防衛費は、と比較してして 17％、私たちは、「2022年度に前倒しした。防衛費は、と比較してして 42％増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和である安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「物価高が人々の生活を脅が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連人々と進めてきの直前に、私たちは、「生活を脅を脅
かすなか、私たちは、「財源の議論さえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、の直前に、私たちは、「議論さえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、さえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連聖域になっている。円安の影響で、になっている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「円安の直前に、私たちは、「影響で、で、私たちは、「
米国からの直前に、私たちは、「武器購入することを決め、うち半分の配備開始費や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和国産武器の直前に、私たちは、「開発費は増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和額しており、さらに膨張する可能性もあるしており、私たちは、「さらに膨張する可能性もあるする安全保障関連可能性もあるもある安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
　今年（2023年）を閣議6月には、私たちは、「「防げない衛基盤強化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険」の直前に、私たちは、「名の下で、国が軍需産業を育成する法律の直前に、私たちは、「下での民主的手続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。で、私たちは、「国が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連軍需産業を育成する法律を育成する法律する安全保障関連法の平和律
が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連野党の一部も賛成して成立した。日英伊で共同開発する次期戦闘機を第三国輸出するこの直前に、私たちは、「一部も賛成して成立した。日英伊で共同開発する次期戦闘機を第三国輸出するこも賛成する法律して成する法律立てた。した。閣議決定の直前に、私たちは、「日英伊で共同開発する次期戦闘機を第三国輸出するこで共同開発する安全保障関連次期戦闘機を第三国輸出するこを第三国輸出するこする安全保障関連こ
とも視野に、私たちは、「殺傷武器の直前に、私たちは、「輸出するこ解禁に向けた与党密室協議が大詰めを迎えている。に向けた与党密室協議が大詰めを迎えている。けた与党の一部も賛成して成立した。日英伊で共同開発する次期戦闘機を第三国輸出するこ密室協議が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連大詰めを迎えている。めを迎えている。え置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、ている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
　沖縄・石垣島には陸上自衛隊駐屯地が開設され、住民からの反対や不安の声をよそに、には陸上された。これは自衛隊駐屯地が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連開設され、住民からの反対や不安の声をよそに、され、私たちは、「住民からの直前に、私たちは、「反対や不安の声をよそに、や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和不安の直前に、私たちは、「声をよそに、をよそに、私たちは、「

敵基地攻撃能力”で戦争は防げないをもつミサイルの配備が進められようとしている。今年ミサイルの直前に、私たちは、「配備を――“抑止力”で戦争は防げないが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連進めてきめられようとしている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「今年 10月には、私たちは、「過去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、
最大規模の日米共同実動訓練「レゾリュート・ドラゴンの直前に、私たちは、「日米共同実動訓練「レゾリュート・ドラゴン 23」が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連沖縄県の与那国駐屯地かの直前に、私たちは、「与那国駐屯地か
ら北海道の矢臼別演習場にいたる日本国内の直前に、私たちは、「矢臼別演習場にいたる日本国内にいたる安全保障関連日本国内 8カ所の演習場で行われた。日米一体で、所の演習場で行われた。日米一体で、の直前に、私たちは、「演習場にいたる日本国内で行されていることに強く異議を申し立てた。われた。閣議決定の直前に、私たちは、「日米一体で、で、私たちは、「
まさに「戦争ではなく平の直前に、私たちは、「準備を――“抑止力”で戦争は防げない」が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連進めてきめられている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「

立憲主義の危機と社会の軍事化の時代」を拒み、平和の選択を危機と社会の軍事化と社会の軍事化社会の時代」を拒み、平和の選択を軍事化
　こうした防げない衛・安保政策が、日本国憲法の平和の直前に、私たちは、「大転換させるようなにつミサイルの配備が進められようとしている。今年いて、私たちは、「政府が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連はもはや防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和憲法の平和との直前に、私たちは、「関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険を論さえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、じよう
とすらしない。閣議決定の直前に、私たちは、「メディアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しの直前に、私たちは、「多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しく平も、私たちは、「議論さえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、する安全保障関連ことを放棄して現状追認の報道に終始しして現状追認の報道に終始しの直前に、私たちは、「報道の矢臼別演習場にいたる日本国内に終始し
ている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「憲法の平和により権は大軍拡政策を次々と進めてき力”で戦争は防げないを統制するという立憲主義は、瀕死の状態である。する安全保障関連という立てた。憲主義の原則を逸脱し、周辺諸国との関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険は、私たちは、「瀕死の状態である。の直前に、私たちは、「状態である。である安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
　その直前に、私たちは、「一方で、社会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾でで、私たちは、「社会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾での直前に、私たちは、「軍事が聖域になっている。円安の影響で、化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険といえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、る安全保障関連動きが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連次々と進めてきと進めてきんでいる安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「全国の直前に、私たちは、「空港や港湾でや防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和港や港湾で湾でで
は、私たちは、「防げない衛力”で戦争は防げない強化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険の直前に、私たちは、「ためとして、私たちは、「平時から自衛隊が訓練で利用できるよう整備する動きから自衛隊が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連訓練で利用できるよう整備する動きできる安全保障関連よう整備を――“抑止力”で戦争は防げないする安全保障関連動き

が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連あり、私たちは、「全国で 38施設され、住民からの反対や不安の声をよそに、が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連対や不安の声をよそに、象となると報じられている。土地利用規制法においては、となる安全保障関連と報じられている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「土地利用できるよう整備する動き規制するという立憲主義は、瀕死の状態である。法の平和においては、私たちは、「
対や不安の声をよそに、象となると報じられている。土地利用規制法においては、地域になっている。円安の影響で、の直前に、私たちは、「指定してからにあたり、私たちは、「政府が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連自治体で、側に「密告」ともいうべき情報提供を求めてに「密告」ともいうべき情報提供を求めて」ともいうべき情報提供を求めてを求めてめて
いる安全保障関連ことが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連明らかになった。らかになった。閣議決定の直前に、私たちは、「
政府が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連は、私たちは、「大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。に対や不安の声をよそに、して軍事が聖域になっている。円安の影響で、研究を行わせるための圧力を一層強めている。を行されていることに強く異議を申し立てた。わせる安全保障関連ための直前に、私たちは、「圧力”で戦争は防げないを一層強めている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「

また、私たちは、「「経とうとしている。閣議決定の直前に、私たちは、「済安全保障」の直前に、私たちは、「名の下で、国が軍需産業を育成する法律で「セキュリティ・クリアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しランス」」（適性もある評価）を閣議導入することを決め、うち半分の配備開始の直前に、私たちは、「
ための直前に、私たちは、「法の平和改定してからが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連準備を――“抑止力”で戦争は防げないされ、私たちは、「企業を育成する法律や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和個人に対や不安の声をよそに、する安全保障関連国家による安全保障関連監視と管理の強化が進めらの直前に、私たちは、「強化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連進めてきめら
れている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「

広がる戦争と国際法の危機がる国家」へ突き進む日本戦争の時代」を拒み、平和の選択をと社会の軍事化国際法の危機の時代」を拒み、平和の選択を危機と社会の軍事化
　世界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。では、私たちは、「ロシアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しによる安全保障関連ウクライナへの侵略戦争が続き、イスラエルはガザ地区へへの直前に、私たちは、「侵略をはじめとする安全保障関連戦争ではなく平が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。き、私たちは、「イス」ラエルはガザ地区へ地区へへ
の直前に、私たちは、「無差別攻撃を行されていることに強く異議を申し立てた。っている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「こうして、私たちは、「無数の民間人が命を奪われ傷つけられているの直前に、私たちは、「民間に、「安保人が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連命を奪われ傷つけられているを奪われ傷つけられているわれ傷つミサイルの配備が進められようとしている。今年けられている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
元来、私たちは、「国家は武力”で戦争は防げないの直前に、私たちは、「行されていることに強く異議を申し立てた。使や威嚇をしてはならず、紛争は平和的に解決しなければならや防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和威嚇をしてはならず、紛争は平和的に解決しなければならをしてはならず、私たちは、「紛争ではなく平は平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げない的に解決しなければなら
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ないというの直前に、私たちは、「が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連国連憲章の定めである。そして戦時においても、民間人を標的にしての直前に、私たちは、「定してからめである安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「そして戦時から自衛隊が訓練で利用できるよう整備する動きにおいても、私たちは、「民間に、「安保人を標的にして
はならないというの直前に、私たちは、「が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連国際人道の矢臼別演習場にいたる日本国内法の平和の直前に、私たちは、「定してからめである安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「これら国際法の平和の直前に、私たちは、「基本原則を逸脱し、周辺諸国との関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険をことごと
く平無視した横暴が繰り広げられている。が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連繰り広げられている。り広げられている。げられている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
　米国を中で、敵基地攻撃能力の保有や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和心とするいわゆる西側諸国は、ロシアによる国際法違反は厳しく非難しなとする安全保障関連いわゆる安全保障関連西側に「密告」ともいうべき情報提供を求めて諸国は、私たちは、「ロシアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しによる安全保障関連国際法の平和違反は厳しく非難しなしく平非難しなしな
が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連らイス」ラエルに対や不安の声をよそに、しては即時から自衛隊が訓練で利用できるよう整備する動き停戦すら求めてめようとしていない。閣議決定の直前に、私たちは、「この直前に、私たちは、「ようなあからさ
まな二重基準が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連、私たちは、「国際社会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾でにおける安全保障関連法の平和の直前に、私たちは、「支配その直前に、私たちは、「もの直前に、私たちは、「を揺るがしている。る安全保障関連が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連している安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
　今日世界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。で広げられている。が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連る安全保障関連戦争ではなく平は、私たちは、「国際法の平和秩序の揺らぎと共に、米国の覇権的影響力が弱の直前に、私たちは、「揺るがしている。らぎと共に、私たちは、「米国の直前に、私たちは、「覇権は大軍拡政策を次々と進めてき的影響で、力”で戦争は防げないが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連弱
まっている安全保障関連ことも反映している。こうした中で日本が、世界を「西側」対「それ以している安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「こうした中で、敵基地攻撃能力の保有や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和で日本が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連、私たちは、「世界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。を「西側に「密告」ともいうべき情報提供を求めて」対や不安の声をよそに、「それ以
外」の直前に、私たちは、「単純な二項対立でとらえ、米国との「同盟強化」一辺倒の外交政策をとり続けな二項対や不安の声をよそに、立てた。でとらえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、、私たちは、「米国との直前に、私たちは、「「同盟強化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険」一辺倒しした。防衛費は、の直前に、私たちは、「外交政策が、日本国憲法の平和をとり続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。け
ている安全保障関連ことは、私たちは、「きわめて危険である安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
2001年の直前に、私たちは、「「9・11テロ」に始まった米国中で、敵基地攻撃能力の保有や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和心とするいわゆる西側諸国は、ロシアによる国際法違反は厳しく非難しなの直前に、私たちは、「「対や不安の声をよそに、テロ戦争ではなく平」は、私たちは、「20年を経とうとしている。閣議決定の直前に、私たちは、「て、私たちは、「失

敗に終わった。軍事力は万能ではなく、戦争は問題を解決しないというその教訓を、に終わった。閣議決定の直前に、私たちは、「軍事が聖域になっている。円安の影響で、力”で戦争は防げないは万能ではなく平、私たちは、「戦争ではなく平は問題する平和構想提言を発表した。私たちを解決しないというその直前に、私たちは、「教訓を、私たちは、「
決して忘れてはならない。れてはならない。閣議決定の直前に、私たちは、「

平和の選択をを拒み、平和の選択を選択をせよ
　1年前に、私たちは、「私たちは、「たちは「戦争ではなく平ではなく平平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げないの直前に、私たちは、「準備を――“抑止力”で戦争は防げないを」と提言を発表した。私たちしたが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連、私たちは、「それ以来世界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。は、私たちは、「戦争ではなく平
の直前に、私たちは、「準備を――“抑止力”で戦争は防げないどころか、私たちは、「「戦争ではなく平の直前に、私たちは、「時から自衛隊が訓練で利用できるよう整備する動き代」へと突入する勢いである。このままでは、私たちが」へと突入することを決め、うち半分の配備開始する安全保障関連勢いである。このままでは、私たちがいである安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「この直前に、私たちは、「ままでは、私たちは、「私たちは、「たちが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連
暮らす東アジアも、破滅的な事態を迎えかねない。らす東アジアも、破滅的な事態を迎えかねない。アの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しジアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しも、私たちは、「破滅的な事が聖域になっている。円安の影響で、態である。を迎えている。え置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、かねない。閣議決定の直前に、私たちは、「
かつミサイルの配備が進められようとしている。今年ての直前に、私たちは、「 2つミサイルの配備が進められようとしている。今年の直前に、私たちは、「世界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。大戦を経とうとしている。閣議決定の直前に、私たちは、「て、私たちは、「国際社会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾では、私たちは、「戦争ではなく平を回避するためのさまざまな規する安全保障関連ための直前に、私たちは、「さまざまな規

範を作り上げてきた。これらを無にしてはならない。今日でも、軍縮や信頼醸成、予を作り上げてきた。これらを無にしてはならない。今日でも、軍縮や信頼醸成、予り上された。これはげてきた。閣議決定の直前に、私たちは、「これらを無にしてはならない。閣議決定の直前に、私たちは、「今日でも、私たちは、「軍縮や信頼醸成、予や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和信頼醸成する法律、私たちは、「予
防げない外交など、私たちは、「武力”で戦争は防げないによらずに平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げないを構築する試みは続いており、さらに強化されなけする安全保障関連試みは続いており、さらに強化されなけみは続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。いており、私たちは、「さらに強化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険されなけ
ればならない。閣議決定の直前に、私たちは、「
その直前に、私たちは、「一例として、として、私たちは、「2021年に発効した核兵器禁止条約が挙げられる。同条約にはすでした核兵器禁に向けた与党密室協議が大詰めを迎えている。止条約が挙げられる。同条約にはすでが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連挙げられる。同条約にはすでげられる安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「同条約が挙げられる。同条約にはすでにはすで

に世界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。の直前に、私たちは、「約が挙げられる。同条約にはすで半数の民間人が命を奪われ傷つけられているの直前に、私たちは、「国が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連加わっている。今月初めに閉幕したその第わっている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「今月初めに閉幕したその第めに閉幕したその第したその直前に、私たちは、「第 2回締約が挙げられる。同条約にはすで国会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾で議は、私たちは、「
核抑止力”で戦争は防げないに依存した安全保障からの転換を求める成果文書を採択した。「抑止力」をした安全保障からの直前に、私たちは、「転換させるようなを求めてめる安全保障関連成する法律果文書を採択した。「抑止力」をした。閣議決定の直前に、私たちは、「「抑止力”で戦争は防げない」を
再検討する試みが、国際社会において進んでいるのである。する安全保障関連試みは続いており、さらに強化されなけみが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連、私たちは、「国際社会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾でにおいて進めてきんでいる安全保障関連の直前に、私たちは、「である安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
市民レベルにおいては、私たちは、「沖縄や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和台湾で海峡を挟んだ対話、南北コリアを含む北東アジを挟んだ対話、南北コリアを含む北東アジんだ対話、南北コリアを含む北東アジ対や不安の声をよそに、話、私たちは、「南北コリアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しを含む一連の政策が、日本国憲法の平和む一連の政策が、日本国憲法の平和北東アジアも、破滅的な事態を迎えかねない。アの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しジ

アの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しの直前に、私たちは、「 NGO対や不安の声をよそに、話、私たちは、「平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げないの直前に、私たちは、「ための直前に、私たちは、「女性もあるたちの直前に、私たちは、「対や不安の声をよそに、話と連帯など、さまざまな取り組みが進めなど、私たちは、「さまざまな取り組みが進めり組みが進めみが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連進めてきめ
られている安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「
軍拡を押しとどめ、軍事力強化を平和外交に転換させ、資源を軍備から人々の命としとどめ、私たちは、「軍事が聖域になっている。円安の影響で、力”で戦争は防げない強化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険を平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げない外交に転換させるようなさせ、私たちは、「資源の議論さえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、を軍備を――“抑止力”で戦争は防げないから人々と進めてきの直前に、私たちは、「命を奪われ傷つけられていると

暮らす東アジアも、破滅的な事態を迎えかねない。らしへと振り向けなければならない。り向けた与党密室協議が大詰めを迎えている。けなければならない。閣議決定の直前に、私たちは、「その直前に、私たちは、「ために、私たちは、「私たちは、「たちは日本政府が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連に以下での民主的手続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。の直前に、私たちは、「取り組みが進めり
組みが進めみを求めてめる安全保障関連と共に、私たちは、「国会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾ででの直前に、私たちは、「真摯な議論を期待する。な議論さえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、を期待する。する安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「

1. 防げない衛・安全保障政策が、日本国憲法の平和の直前に、私たちは、「決定してからプロセス」を民主化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険する安全保障関連こと。閣議決定の直前に、私たちは、「与党の一部も賛成して成立した。日英伊で共同開発する次期戦闘機を第三国輸出するこ・政府が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連の直前に、私たちは、「密室協議
での直前に、私たちは、「決定してからは許されない。国会での徹底的な審議、政府による説明責任、市民社されない。閣議決定の直前に、私たちは、「国会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾ででの直前に、私たちは、「徹底的な審議、私たちは、「政府が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連による安全保障関連説明らかになった。責任、私たちは、「市民社
会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾でに開かれた熟議によって、私たちは、「昨年来の直前に、私たちは、「数の民間人が命を奪われ傷つけられている々と進めてきの直前に、私たちは、「軍拡政策が、日本国憲法の平和を見直すこと。閣議決定の直前に、私たちは、「

2. 東アジアも、破滅的な事態を迎えかねない。アの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しジアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しの直前に、私たちは、「軍事が聖域になっている。円安の影響で、的緊張する可能性もあるを緩和の準備を――“抑止力”で戦争は防げないし信頼を醸成する法律する安全保障関連ための直前に、私たちは、「対や不安の声をよそに、話を促進めてきする安全保障関連こと。閣議決定の直前に、私たちは、「国
家レベル、私たちは、「自治体で、レベル、私たちは、「議員レベル、そして市民社会レベルのそれぞれの取レベル、私たちは、「そして市民社会の軍事化といえる動きが次々と進んでいる。全国の空港や港湾でレベルの直前に、私たちは、「それぞれの直前に、私たちは、「取り組みが進め
り組みが進めみが国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連必要である。である安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「

3. 憲法の平和前に、私たちは、「文が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連定してからめる安全保障関連「全世界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。の直前に、私たちは、「国民が国家安全保障戦略をはじめとする安全保障関連、私たちは、「ひとしく平恐怖と欠乏から免かれ、平和のと欠乏から免かれ、平和のから免かれ、平和のかれ、私たちは、「平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げないの直前に、私たちは、「
うちに生存した安全保障からの転換を求める成果文書を採択した。「抑止力」をする安全保障関連権は大軍拡政策を次々と進めてき利を有や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和する安全保障関連」との直前に、私たちは、「原点に立ち、平和主義を堅持し、国際法のに立てた。ち、私たちは、「平和の準備を――“抑止力”で戦争は防げない主義の原則を逸脱し、周辺諸国との関係を悪化させ、軍拡競争を助長させるきわめて危険を堅持し、国際法のし、私たちは、「国際法の平和の直前に、私たちは、「
普遍的適用できるよう整備する動きを求めてめる安全保障関連こと。閣議決定の直前に、私たちは、「とりわけ今日の直前に、私たちは、「ウクライナへの侵略戦争が続き、イスラエルはガザ地区へや防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和ガザ地区へにおける安全保障関連戦争ではなく平犯罪
や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和ジェノサイドを許されない。国会での徹底的な審議、政府による説明責任、市民社さない姿勢いである。このままでは、私たちがをとり続きを経ずに強行されていることに強く異議を申し立てた。ける安全保障関連べきである安全保障関連。閣議決定の直前に、私たちは、「

平和の選択を構想提言会議
青井未帆 学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。習院大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。教授 ※
秋林こずえこずえ置き去りにしたまま軍事が聖域になっている。円安の影響で、 同志社大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。院教授
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池尾靖志 立てた。命を奪われ傷つけられている館大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。
内海愛子 恵泉女学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。園大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。名の下で、国が軍需産業を育成する法律誉教授
岡田充 ジャーナへの侵略戦争が続き、イスラエルはガザ地区へリス」ト
川崎哲 ピース」ボート共同代」へと突入する勢いである。このままでは、私たちが表した。私たち ※
君島には陸上自衛隊駐屯地が開設され、住民からの反対や不安の声をよそに、東アジアも、破滅的な事態を迎えかねない。彦 立てた。命を奪われ傷つけられている館大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。教授
清末愛砂 室蘭工業を育成する法律大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。院教授
佐々と進めてき木寛 新潟国際情報大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。教授
申し立てた。惠丰 青山学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。院大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。教授
杉原浩司 武器取り組みが進め引反対や不安の声をよそに、ネットワーク(NAJAT)NAJAT))代」へと突入する勢いである。このままでは、私たちが表した。私たち
谷山博史 日本国際ボランティアの多くも、議論することを放棄して現状追認の報道に終始しセンター(NAJAT)JVC))前に、私たちは、「代」へと突入する勢いである。このままでは、私たちが表した。私たち理の強化が進めら事が聖域になっている。円安の影響で、
中で、敵基地攻撃能力の保有や防衛費倍増を含む一連の政策が、日本国憲法の平和野晃一 上された。これは智大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。教授
畠山澄子 ピース」ボート共同代」へと突入する勢いである。このままでは、私たちが表した。私たち
前に、私たちは、「泊博盛 沖縄国際大学や学術界に対して軍事研究を行わせるための圧力を一層強めている。教授
（※は共同座長させるきわめて危険）を閣議
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